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環
境
省
と
国
立
研
究
開
発

法
人
国
立
環
境
研
究
所
（
住

明
正
理
事
長
）
は
二
月
十
八

日
、
東
京
・
渋
谷
区
の
国
連

大
学
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ロ
ー
ズ

ル
ー
ム
国
際
会
議
場
で
「
生

物
応
答
を
利
用
し
た
排
水
管

理
手
法
に
関
す
る
意
見
交
換

水
道
普
及
率
は
平
成
二
十

会
」
を
開
催
し
た
。
バ
イ
オ

ア
ッ
セ
イ
（
生
物
応
答
試

験
）
を
活
用
し
た
排
水
規
制

を
実
施
し
て
い
る
ド
イ
ツ
、

カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
の
政
府

担
当
官
ら
を
迎
え
、
各
国
の

取
り
組
み
状
況
や
導
入
す
る

際
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
情

五
年
度
末
で
九
七
・
七
％
に

報
を
共
有
し
た
。

日
常
生
活
で
使
用
さ
れ
て

い
る
化
学
物
質
の
種
類
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
毒
性

情
報
が
未
知
の
も
の
や
排
水

規
制
に
至
ら
な
い
化
学
物
質

が
水
環
境
中
で
水
生
生
物
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

達
し
、
水
質
の
面
で
も
世
界

さ
れ
て
い
る
。
欧
米
諸
国
で

は
有
害
性
が
明
ら
か
な
物
質

の
個
別
規
制
に
加
え
、
採
取

し
た
工
場
排
水
な
ど
に
ミ
ジ

ン
コ
な
ど
を
入
れ
て
水
生
生

物
へ
の
影
響
を
把
握
し
、
原

因
究
明
や
リ
ス
ク
低
減
に
取

り
組
む
排
水
管
理
手
法
を
導

に
誇
る
安
全
で
お
い
し
い
水

の
供
給
を
実
現
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
人
口
減

少
社
会
の
到
来
よ
る
給
水
人

入
し
て
い
る
。
日
本
で
は
ま

だ
取
り
入
れ
て
い
な
い
も
の

口
・
給
水
量
・
料
金
収
入
の

減
少
へ
の
対
応
、
昭
和
四
十

〜
五
十
年
代
の
建
設
投
資
ピ

ー
ク
か
ら
法
定
耐
用
年
数
四

十
年
を
経
過
し
老
朽
化
が
進

む
管
路
の
更
新
、
大
規
模
災

害
に
備
え
た
水
道
施
設
の
強

靱
化
な
ど
が
急
務
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

平
成
八
年
の
水
道
法
改
正

で
創
設
さ
れ
た
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
制
度
つ
い
て

も
所
在
確
認
の
取
れ
な
い
指

定
工
事
事
業
者
や
無
届
工
事

・
不
良
工
事
が
散
見
さ
れ
る

な
ど
早
急
な
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
る
状
況
だ
。
こ
の
た

め
学
識
者
や
地
方
公
共
団

体
、
業
界
関
係
者
で
設
け
た

「
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
制
度
に
係
る
検
討
会
」
は

昨
年
十
二
月
に
ま
と
め
た
報

告
書
で
①
指
定
工
事
事
業
者

制
度
へ
の
更
新
制
の
導
入
②

適
切
な
配
管
技
能
者
の
適
正

な
配
置
の
促
進
③
主
任
技
術

者
の
講
習
会
受
講
の
促
進
④

指
定
工
事
事
業
者
講
習
会
の

実
施
の
促
進
⑤
処
分
環
境
の

整
備
⑥
水
道
利
用
者
へ
の
情

報
提
供
の
充
実
│
│
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

の
、
環
境
省
の
「
生
物
応
答

を
利
用
し
た
水
環
境
管
理
手

法
に
関
す
る
検
討
会
」
（
座

長
・
須
藤
隆
一
東
北
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
客
員
教

授
）
が
昨
年
十
一
月
に
ま
と

め
た
報
告
書
で
は
生
物
応
答

を
利
用
し
た
排
水
管
理
手
法

の
活
用
を
提
言
し
て
い
る
。

当
日
の
意
見
交
換
会
で
は

早
水
輝
好
同
省
大
臣
官
房
審

議
官
が
あ
い
さ
つ
し
、
鑪
迫

典
久
国
立
環
境
研
究
所
環
境

リ
ス
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
リ
ス

厚
生
労
働
省
は
平
成
二
十

五
年
三
月
に
策
定
し
た
新
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
で
水
道
の
あ
る

べ
き
将
来
像
と
具
体
化
に
向

け
た
方
策
を
明
示
す
る
と
と

も
に
、
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
制
度
の
把
握
・
評
価

を
行
い
、
適
切
な
配
管
技
能

者
を
確
保
す
る
取
り
組
み
な

ど
に
努
め
て
き
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
水
道
部
会
で
は
新

た
に
専
門
委
を
設
け
て
①
今

後
の
水
道
事
業
の
あ
り
方
②

水
道
事
業
の
基
盤
強
化
に
向

け
た
対
応
策
③
水
道
施
設
の

更
新
・
強
靱
化
の
促
進
策
④

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

制
度
の
課
題
解
決
に
向
け
た

対
応
策
│
│
な
ど
の
議
論
を

深
め
て
い
く
。

当
日
の
水
道
部
会
で
は
太

田
房
江
厚
生
労
働
大
臣
政
務

官
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
わ
が
国
を
支
え
る
水
道
施

設
の
老
朽
化
な
ど
が
進
ん
で

い
る
。
安
全
で
強
靭
な
水
道

を
持
続
さ
せ
る
に
は
山
積
す

る
課
題
へ
の
対
応
が
待
っ
た

な
し
の
状
況
だ
。
皆
さ
ま
の

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
賜
り

た
い
」
と
述
べ
、
積
極
的
な

論
議
を
促
し
た
。

ク
／
環
境
リ
ス
ク
研
究
推
進

室
長
が
「
日
本
に
お
け
る
生

物
応
答
を
利
用
し
た
排
水
管

理
手
法
の
活
用
に
関
す
る
検

討
状
況
と
課
題
」
、
フ
ラ
ン

ク
・
ブ
ラ
ウ
ア
ー
ド
イ
ツ
連

邦
環
境
庁
生
物
研
究
所
長
が

「
排
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お

け
る
バ
イ
オ
ア
ッ
セ
イ
」
に

つ
い
て
報
告
。
こ
の
あ
と
技

術
的
検
討
課
題
な
ど
を
め
ぐ

っ
て
意
見
交
換
し
、
二
村
英

介
同
省
水
環
境
課
長
の
あ
い

さ
つ
で
閉
会
し
た
。
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������������大垣部会長

国連大学国際会議場で開催

第
十
七
回
厚
生
科
学
審
議
会
生
活
環
境
水
道
部
会
（
部
会
長
・
大
垣
眞
一
郎
公
益
財
団
法
人
水
道
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
理
事
長
）
が
二
月
十
七
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
厚
生
労
働
省
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
水
質
基
準
の
見
直
し

や
水
質
異
常
時
の
摂
取
制
限
を
伴
う
給
水
継
続
の
考
え
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
水
道
事
業
の

維
持
・
向
上
に
関
す
る
専
門
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
水
道
施
設
の
更
新
・
強
靭
化
の
促
進
策
や
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
の
課
題
可
決
に
向
け
た
対
応
策
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。
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太田政務官

厚生審水道部会で検討


